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各
中
学
校
で
は
、
自
校
の
人
的
・
物

的
環
境
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

で
適
し
た
種
目
を
選
択
し
て
取
り
組
む

よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
剣

道
」
が
６
校
、「
柔
道
」「
相
撲
」「
な

ぎ
な
た
」
が
そ
れ
ぞ
れ
２
校
ず
つ
と
、

様
々
な
種
目
で
の
授
業
が
な
さ
れ
て
い

る
。
各
中
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
実

践
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
主
な
課

題
と
し
て
は
次
の
３
点
で
あ
る
。

⑴
運
動
の
特
性
に
ふ
れ
さ
せ
る
た
め
の

指
導
の
在
り
方

⑵
武
道
で
は
ぐ
く
み
た
い
体
力
の
明
確

化

⑶
安
全
を
確
保
し
た
指
導
の
在
り
方

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
改
善
す
る
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
手
だ
て
を
講
じ
て
実

践
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

⑴　

運
動
の
特
性
に
ふ
れ
さ
せ
る
た
め

に

　

そ
れ
ぞ
れ
の
武
道
の
持
つ
運
動
の
楽

し
さ
に
ふ
れ
さ
せ
た
り
技
能
を
身
に
付

け
さ
せ
た
り
す
る
た
め
に
は
、
指
導
者

の
専
門
性
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
に
お
い

て
、
武
道
経
験
の
あ
る
教
員
が
少
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

武
道
経
験
者
が
地
域
に
多
く
い
る
と
い

う
本
市
の
特
徴
を
生
か
し
、
武
道
の
授

業
で
の
人
材
活
用
を
積
極
的
に
進
め
、

専
門
性
を
生
か
し
た
実
践
を
図
っ
て
き

た
。
特
に
、
武
道
固
有
の
基
本
動
作
と

な
る
姿
勢
や
礼
法
、
体
さ
ば
き
な
ど
を

重
視
し
た
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ

り
、
技
の
習
得
や
対
戦
に
よ
る
勝
敗
の

楽
し
さ
だ
け
で
な
く
、
会
津
の
伝
統
で

あ
る
会
津
の
精
神
の
教
え
や
所
作
を
学

　

江
戸
時
代
後
期
、
会
津
藩
の
子
ど
も

は
、
10
歳
に
な
る
と
会
津
藩
校
「
日
新

館
」
に
入
学
す
る
決
ま
り
と
な
っ
て
お

り
、
そ
こ
で
、
学
問
と
と
も
に
武
芸
、

そ
し
て
「
な
ら
ぬ
こ
と
は
な
ら
ぬ
も
の

で
す
」
に
代
表
さ
れ
る
「
什
の
掟
」
に

よ
る
心
得
を
学
ぶ
な
ど
、
当
時
と
し
て

は
先
進
的
な
教
育
が
な
さ
れ
て
い
た
。

現
在
に
お
い
て
も
、
こ
の
会
津
の
教
え

は
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
特

に
「
あ
い
づ
っ
こ
宣
言
」
は
、
次
世
代

を
担
う
会
津
人
の
育
成
の
た
め
の
市
民

の
共
通
指
針
と
し
て
策
定
し
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
社
会
が
連
携
を
図
り
、
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
な
ぎ
な
た
、
弓
道
、
剣
道
、

相
撲
な
ど
様
々
な
武
道
が
、
学
校
体
育

だ
け
で
な
く
、
社
会
体
育
に
お
い
て
も

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　

　

福
島
県
会
津
若
松
市
は
、
人
口
約
12
万
人
、
磐
梯
山
や
猪
苗
代
湖
な
ど
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、

白
虎
隊
士
が
眠
る
飯
盛
山
や
鶴
ヶ
城
に
代
表
さ
れ
る
、
長
い
歴
史
に
育
ま
れ
て
き
た
城
下
町
で
あ
る
。

ま
た
、
今
年
は
、
会
津
出
身
の
「
新
島
八
重
」
を
主
人
公
と
す
る
大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
が
放
送

さ
れ
、
会
津
人
と
し
て
の
生
き
方
や
「
什
じ
ゅ
う
の
掟

お
き
て
」
を
は
じ
め
と
す
る
会
津
の
教
え
が
全
国
か
ら
の
注
目

を
集
め
て
い
る
。

福
島
県
会
津
若
松
市
に
お
け
る

武
道
必
修
化
に
向
け
た
取
組

会
津
若
松
市
教
育
委
員
会

1

は
じ
め
に

2

本
市
の
武
道
の
推
進

活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
。
特
に
、
な
ぎ
な
た
競
技
に

お
い
て
は
、
幼
年
期
か
ら
の
競
技
力
向

上
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
小
・
中
学
校

の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
全
国
大
会
出
場

を
果
た
し
て
い
る
。

　

一
方
、
本
市
の
小
・
中
学
生
の
体
力

の
面
で
は
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て

低
下
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

特
に
中
学
校
に
お
い
て
は
、
運
動
の
持

つ
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
、
運
動
に
親
し

む
資
質
や
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

袴（はかま）の襞（ひだ）をもとに武道の精神を学ぶ
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ぶ
場
と
な
り
、
運
動
に
苦
手
意
識
を
持

っ
て
い
る
生
徒
も
、
他
の
運
動
と
は
違

っ
た
意
欲
的
な
取
組
を
見
せ
て
い
た
。

　

ま
た
、
担
当
教
師
も
生
徒
と
と
も
に

指
導
法
を
学
ぶ
場
と
な
り
、
そ
の
後
の

指
導
に
も
生
か
す
こ
と
が
で
き
た
。

⑵　

武
道
で
は
ぐ
く
み
た
い
体
力

　

生
徒
の
安
全
性
を
重
視
し
、
段
階
的

な
指
導
を
展
開
す
る
こ
と
は
武
道
の
授

業
に
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
基
本
的
な

動
作
の
習
得
に
多
く
の
時
間
が
費
や
さ

れ
、
全
力
で
運
動
す
る
機
会
は
少
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
重
視
し
た
い
の
が
、
基
本
動

作
を
身
に
付
け
る
た
め
の
必
要
な
体
力

や
技
能
を
指
導
者
が
正
し
く
認
識
し
、

補
助
運
動
の
中
に
明
確
に
位
置
づ
け
て

い
く
こ
と
で
あ
る
。
基
本
動
作
と
な
る

体
さ
ば
き
の
た
め
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
や

瞬
発
力
、
武
具
を
扱
う
た
め
の
筋
力
な

ど
、
指
導
者
が
高
め
て
い
く
体
力
を
認

識
し
、
単
元
の
中
に
効
果
的
に
位
置
づ

け
て
い
く
よ
う
に
し
て
き
た
。

⑴　

実
践
の
ね
ら
い

①
地
域
の
優
秀
な
外
部
ス
ポ
ー
ツ
人
材

を
武
道
授
業
の
指
導
者
と
し
て
招
聘

す
る
こ
と
に
よ
り
、
武
道
の
伝
統
的

な
行
動
の
仕
方
や
基
本
動
作
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
技
能
の
向

上
を
図
る
。

②
武
道
の
指
導
経
験
が
浅
い
教
員
が
、

豊
富
な
指
導
経
験
を
有
す
る
外
部
ス

ポ
ー
ツ
人
材
と
連
携
し
て
授
業
を
進

め
る
こ
と
で
、
武
道
の
指
導
力
を
高

め
る
。

⑵　

研
究
の
実
際

『
楽
し
い
な
ぎ
な
た
の
授
業
指
導
の
手

引
き
』（
財
団
法
人
全
日
本
な
ぎ
な
た

連
盟
）
に
基
づ
き
な
が
ら
、「
単
元
構

造
図
」（
次
頁
）
を
作
成
し
、
目
指
す

生
徒
像
や
学
習
の
ね
ら
い
、
２
年
間
の

学
習
内
容
の
系
統
性
を
明
確
に
し
て
、

授
業
を
展
開
し
た
。

3

授
業
の
実
際

～
地
域
の
人
材
を
活
用
し
た
な
ぎ
な
た
の
授
業
～

〈
第
１
次　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
〉

　

単
元
の
導
入
で
は
、
学
習
の
見
通
し

を
も
つ
と
と
も
に
、
会
津
武
道
の
歴
史

や
文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
な
ぎ

な
た
の
礼
法
や
相
手
に
対
す
る
態
度
に

つ
い
て
理
解
す
る
な
ど
、
真
剣
に
取
り

組
む
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。

〈
第
２
・
３
次　

基
本
動
作
と
技
の
習
得
〉

　

会
津
な
ぎ
な
た
連
盟
か
ら
借
用
し
た

な
ぎ
な
た
を
手
に
し
た
生
徒
は
、
正
し

い
構
え
や
体
さ
ば
き
を
身
に
つ
け
よ
う

と
、
外
部
指
導
者
の
動
き
を
し
っ
か
り

と
と
ら
え
、
互
い
に
動
き
を
確
認
し
な

が
ら
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。
特

に
、
気
剣
体
の
一
致
で
大
き
な
声
で
打

つ
練
習
を
通
し
て
、
全
員
の
気
持
ち
を

一
つ
に
し
て
打
つ
動
き
の
よ
さ
を
味
わ

う
と
と
も
に
、
全
身
の
瞬
発
力
や
バ
ラ

ン
ス
感
覚
を
養
う
動
き
づ
く
り
に
つ
な

⑶　

安
全
面
の
確
保

　

様
々
な
資
料
指
導
や
研
修
会
を
も
と

に
、
安
全
面
に
配
慮
し
た
指
導
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
本
市
で
は
独
自
に
武
道

の
指
導
に
係
る
安
全
対
策
に
つ
い
て
通

知
し
、安
全
基
準
を
明
確
に
し
て
き
た
。

（
中
略　

柔
道
の
場
合
）

⑷
大
外
刈
り
等
、
頭
部
や
頸
部
を
損
傷

す
る
危
険
度
の
高
い
投
げ
技
は
取
り

扱
わ
な
い
。
ま
た
、
自
由
練
習
や
乱

取
り
は
行
わ
な
い
。

（
中
略　

相
撲
の
場
合
）

⑵
試
合
を
行
う
際
に
は
、
押
し
を
中
心

と
し
た
基
本
と
な
る
技
を
用
い
る
。

（
中
略　

部
活
動
指
導
の
場
合
）

⑴
有
段
者
が
い
な
い
場
合
は
、
専
門
的

な
指
導
経
験
を
有
す
る
外
部
指
導
者

の
協
力
を
積
極
的
に
得
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。

　

こ
の
ほ
か
、
安
全
確
保
の
た
め
に

は
、
物
的
環
境
の
整
備
が
欠
か
せ
な

い
。
各
校
の
現
状
を
把
握
し
、
教
師
が

安
心
し
て
指
導
で
き
る
環
境
整
備
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
努
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

                                  対 内 文 ( 学 ) 

平成２５年５月７日 

 各中学校長 様 

                                     学校教育課長 

武道の指導に係る安全対策について（通知） 

１ 保健体育科の授業における指導 

（１）柔道を選択する学校 

  ① 重大事故発生防止の観点から、これまで同様、有段者による指導体制とすること。 

  ② 経験の少ない生徒がほとんどであることや、体格差の大きい成長期であること等を踏まえ、 

   受け身の指導を段階的・重点的に扱うなど、安全に配慮した指導計画とすること。 

  ③ 生徒の体力・技能等、習熟レベルを事前に把握し、個に応じた指導を行うこと。 

  ④「大外刈り」等、頭部や頸部を損傷する危険性が高い投げ技については、これらを取り扱わ

   ないものとし、また、投げ技を用いた自由練習や乱取りは行わないものとすること。 

（２）相撲を選択する学校 

  ① 柔道同様、頭部や頸部を損傷する危険性があることから、安全に十分配慮した段階的な指

   導を行うこと。 

  ② 試合を行う際には、押しを中心とした基本となる技を用いた簡単な試合にとどめること。 

（３）その他 

  ○ 武道が必修となった趣旨を踏まえ、武道特有の考え方や行動の仕方等、我が国固有の運動

   文化としての武道についての理解と、安全に十分配慮した上で基本的な技能の習得に努める 

   こと。 

２ 部活動における指導 

（１） 常設の柔道部を設置する学校において、自校に有段者がいる場合には、有段者が指導する

   こと。自校に有段者がいない場合には、専門的な指導経験を有する外部指導者の協力を積極 

   的に得るようにすること。 

（２） 他の武道においても、指導者が必ず立ち合うとともに、生徒の健康・安全に十分配慮して 

   行うこと。 

３ その他 

   授業中や部活動において、万が一、頭部、頸部等を損傷する事故が発生した場合には、速や

  かに医療機関を受診するなど、迅速かつ適切に対応すること。 

                                  対 内 文 ( 学 ) 

平成２５年５月７日 

 各中学校長 様 

                                     学校教育課長 

武道の指導に係る安全対策について（通知） 

１ 保健体育科の授業における指導 

（１）柔道を選択する学校 

  ① 重大事故発生防止の観点から、これまで同様、有段者による指導体制とすること。 

  ② 経験の少ない生徒がほとんどであることや、体格差の大きい成長期であること等を踏まえ、 

   受け身の指導を段階的・重点的に扱うなど、安全に配慮した指導計画とすること。 

  ③ 生徒の体力・技能等、習熟レベルを事前に把握し、個に応じた指導を行うこと。 

  ④「大外刈り」等、頭部や頸部を損傷する危険性が高い投げ技については、これらを取り扱わ

   ないものとし、また、投げ技を用いた自由練習や乱取りは行わないものとすること。 

（２）相撲を選択する学校 

  ① 柔道同様、頭部や頸部を損傷する危険性があることから、安全に十分配慮した段階的な指

   導を行うこと。 

  ② 試合を行う際には、押しを中心とした基本となる技を用いた簡単な試合にとどめること。 

（３）その他 

  ○ 武道が必修となった趣旨を踏まえ、武道特有の考え方や行動の仕方等、我が国固有の運動

   文化としての武道についての理解と、安全に十分配慮した上で基本的な技能の習得に努める 

   こと。 

２ 部活動における指導 

（１） 常設の柔道部を設置する学校において、自校に有段者がいる場合には、有段者が指導する

   こと。自校に有段者がいない場合には、専門的な指導経験を有する外部指導者の協力を積極 

   的に得るようにすること。 

（２） 他の武道においても、指導者が必ず立ち合うとともに、生徒の健康・安全に十分配慮して 

   行うこと。 

３ その他 

   授業中や部活動において、万が一、頭部、頸部等を損傷する事故が発生した場合には、速や

  かに医療機関を受診するなど、迅速かつ適切に対応すること。 
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武道『なぎなた』単元構造図

１ 単元構造図について 

  『楽しいなぎなたの授業指導の手引』（財団法人全日本なぎなた連盟）に基づきながら、単元構造図を作成

した。単元構造図のねらいは次のとおりである。 

✲ 日本固有の文化である武道（なぎなた）の特性をより有機的に生徒に習得させるための整理 

✲ 学習内容の精選及びその系統性の保持 

✲ 学習内容及び目指す生徒像の明確化 

２ 単元の構造化 

３ 単元の構造図 

トンイポの業授要概の容内導指年学

第１学年   歴史と心構え 

・歴史的背景と本校OG選手の活躍 

・藩校日新館の教え 

・新島八重の教え 

  用具等の名称（なぎなたの構造） 
・安全に対する意識強化 

・特色のある名称の理解 

 基本動作 
・日常生活での姿勢の重要性 

・礼法の心構え 

・立礼と座礼の所作とその違い 

・構えの種類右手及び左手の位置 

・足のさばきと重心の移動 

   ＊姿勢（自然体） 

    ＊礼法（立礼・座礼） 

    ＊構え（中段・八相・脇） 

    ＊体さばき（送り足・歩み足など） 

   技 

・基本動作を踏まえた一連の動き 

・気剣体の一致を意識した打突と受け 

・相気の大切さと呼吸法 

    ＊連続技（二段技・三段技） 

  ＊形１本目・３本目・５本目 

（仕掛けと応じ） 

 第２学年  演技競技の審判の仕方 
・安全に配慮した場の設定 

・気剣体の一致を理解した有効打突の判定 

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑶　

成
果
と
課
題

○
地
元
の
外
部
指
導
者
の
活
用
は
、
礼

法
・
基
本
動
作
な
ど
全
て
の
面
で
手

本
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
生
徒
に
と
っ
て
身
近
な
会
津
の

歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
き
っ
か
け
と
な

っ
て
い
っ
た
。

○
な
ぎ
な
た
の
技
能
習
得
と
と
も
に
、

武
道
指
導
で
重
視
し
て
い
る
集
団
行

動
や
相
手
に
対
す
る
態
度
の
指
導

は
、
生
徒
の
心
に
響
く
も
の
で
あ
っ

た
。

○
な
ぎ
な
た
を
用
い
た
基
本
動
作
や
連

続
動
作
を
繰
り
返
し
練
習
す
る
こ
と

は
、
様
々
な
体
の
部
位
を
巧
み
に
使

う
こ
と
や
瞬
発
力
を
高
め
る
な
ど
、

体
力
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ

た
。

○
さ
ら
に
効
果
的
な
指
導
と
な
る
よ

う
、
担
当
教
員
の
指
導
力
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
外
部
指
導
者
の
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
る
指
導
体
制
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
た
い
。

4

お
わ
り
に

「
明
治
維
新
」
と
い
う
動
乱
期

を
乗
り
越
え
て
き
た
会
津
が
、

東
日
本
大
震
災
後
、
再
び
「
復

興
」
と
い
う
名
の
動
乱
期
を
迎

え
て
い
る
。
今
こ
そ
、「
な
ら

ぬ
こ
と
は
な
ら
ぬ
」
と
い
う
心

根
を
持
ち
、
動
乱
期
を
乗
り
越

え
て
き
た
多
く
の
先
人
に
憧

れ
、
学
び
、
そ
し
て
、
故
郷
会

津
に
誇
り
を
持
つ
人
材
育
成
に

努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
優
れ
た
会

津
の
人
材
を
活
用
し
た
、
心
と

体
を
鍛
え
る
武
道
の
役
割
は
大

き
い
と
考
え
る
。
今
後
も
実
践

を
積
み
重
ね
、
課
題
を
明
確
に

し
な
が
ら
、
会
津
の
よ
さ
を
生

か
し
た
武
道
の
実
践
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

武道『なぎなた』単元構造図

１ 単元構造図について 

  『楽しいなぎなたの授業指導の手引』（財団法人全日本なぎなた連盟）に基づきながら、単元構造図を作成

した。単元構造図のねらいは次のとおりである。 

✲ 日本固有の文化である武道（なぎなた）の特性をより有機的に生徒に習得させるための整理 

✲ 学習内容の精選及びその系統性の保持 

✲ 学習内容及び目指す生徒像の明確化 

２ 単元の構造化 

３ 単元の構造図 

トンイポの業授要概の容内導指年学

第１学年   歴史と心構え 

・歴史的背景と本校OG選手の活躍 

・藩校日新館の教え 

・新島八重の教え 

  用具等の名称（なぎなたの構造） 
・安全に対する意識強化 

・特色のある名称の理解 

 基本動作 
・日常生活での姿勢の重要性 

・礼法の心構え 

・立礼と座礼の所作とその違い 

・構えの種類右手及び左手の位置 

・足のさばきと重心の移動 

   ＊姿勢（自然体） 

    ＊礼法（立礼・座礼） 

    ＊構え（中段・八相・脇） 

    ＊体さばき（送り足・歩み足など） 

   技 

・基本動作を踏まえた一連の動き 

・気剣体の一致を意識した打突と受け 

・相気の大切さと呼吸法 

    ＊連続技（二段技・三段技） 

  ＊形１本目・３本目・５本目 

（仕掛けと応じ） 

 第２学年  演技競技の審判の仕方 
・安全に配慮した場の設定 

・気剣体の一致を理解した有効打突の判定 

なぎなた授業の様子


